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1　は　じ　め　に

昭和51年以降，異常気象が頻発する中で，いかに水稲の

収量を安定させ，良質米の生産を図るかが青森県における

稲作の緊急かつ大きな課題である。

そのためには，従来以上に生産技術の強化を図るととも

に，的確な生育診断と予測技術を基本としたきめ細かな指

導が求められている。

そこで．＄～9年にわたって蓄積のある作況試験は場の

データを様々な観点から解析した。本報告では，その中で

生育ステージの予測方法について検討した結果を述べる。

2　賦　験　方　法

（り　解析に使用したデータ

黒石本場及び藤坂支場の作況田の中苗アキヒカリ

（引　データの年次

黒石は昭和51年～59年，藤坂は昭和52年～59年

は）生育ステージの予測方法

単回帰式による予測と培算気温による予測

（4）作況田の耕種概要

項　　 目 黒　　　　 石 藤　　　 坂

播種 月日．量 4 月 15 日， 100 g／箱 4 月 10 日， 100 才／箱

移 植 月　 日 5 月 20 日 5 月 15 日

栽 植 密 度 24．2 鞄 ／滋，4本植え 27．5 株／滋，4本植え

本 田 施肥 量 0．8 ＋ 0．3 （N 匂／♂） 0．9 （N 吻佃 ）

（5）生育ステージの判定方法

1）有効分げっ終止期は．茎数がその年の穂数と同一

になった日で，10日ごとの調査値からの計算値。

2）穂首分化期は，主茎の80％以上が，第1次枝梗姶

原体分化初期（約0．2椚）に達した日。

3）幼穂形成期は，主事と1次分げっの80％以上の茎

が．幼穂良1．5椚以上に達した日。

3　賦　験　結　果

（1）単回帰式による予測方法

作況田の調査は，6†10日より10日ごとに行われているの

で，6月10日の調査終了時点で有効分げ？終止期を16月

20日と6月30日の調査終了時点で有効分げっ終止期，穂首

分化軌幼穂形成期を，更に，7月10日の調査終了時点で，

まだ穂首分化期や幼穂形成期に適してしない場合には，こ

の時点でもこれらのステージを予測できないかどうか検討

した。

作況田における10日ごとの調査項目は．草丈，彙齢軋　茎

数であるので．この三つの要素と移植から調査日までの平

均気温を加えて，各ステージとの相関係数を計算した（表

1）。
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まず．有効分げっ終止期の場合，黒石では6月10日の段

階では草丈との相関が最も高く，次いで葉齢，叢書乳移植

目以降の平均気温の順に高かった0

6月20日，6月30日の場合は㌶当たり茎数との相関が最

も高くなった。

藤坂の場合は，6月10日．6月20日の段階では草丈との

相関が最も高く，6月30日の段階では車齢や茎数との相関

が高くなった。

卿こ穂首分化期の場缶黒石では6月20日の段階では草

丈との相関が最も高く，次いで移植目以降の平均気温，葉
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齢の順に高かった。

6月30日の段階でも，6月20日の場合と同様に草丈との

相関が最も高くなった。また．7月10日の段階では移植目

以降の平均気温が最も高くなった。

一方，藤坂の場合も同様に，6月20日の段階では草丈と

の相関が最も高くなり，次いで糞齢，移植日以降の平均気

温の順に高かった。

更に．6月30日，7月10日の段階でも草丈との相関が最

も高くなった。

幼穂形成期の場合も．穂首分化期とほとんど同じ傾向が

みられ．黒石の場合6月20日と6月30日の段階では．草丈

との相関が最も高くなり．また．7月10日の段階では移植

日からの平均気温との相関が最も高くなった。

藤坂においては，6月20日，6月30日，7月10日の各調

査日とも草丈との相関が最も高くなった。

以上の結果から，最も相関の高かった変数を用いて，単

回帰式を作成したものが表2である。

轟2　生育ステージの予測式（黒石）

ステージ 調査 月日 説明変数 予算式 （7 月 1 日を起算 ）

有 効
分げっ
終止期

6 月10日 草　　 丈 ，＝－ 1．465∫ ＋ 64．226

6 月20 日 茎　　 数 y ＝－ 0．052∫ ＋ 45．309

6 月30 日 茎　　 数 y ＝－ 0．049 ∫ ＋　53．693

穂 首
分化期

6 月20日 草　　 丈 y ＝－ 1．026∫　＋ 4 1．058

6 月30日 草　　 丈 γ＝＝－ 0．688 J ＋ 34．129

7 月 10 日 平均気温 ，ニー 3．389∫ ＋　67．596

幼 穂
形成 期

6 月 20日 草　　 丈 y ＝－ 1．018∫ ＋　48．924

6 月30日 草　　 丈 y ＝一 0．70 0ェ ＋　42．711

7 月 10日 平均気温 y ＝－ 3．477 J ＋　77．275

（2）積算気温による予測

移植日以降の日平均気温を積算した積算気温によって．

穂首分化期，幼穂形成期，そして出穂期を予測できないか

検討した。

まず，図1（上）は，黒石と藤坂において，移植から穂

首分化期までの稜算気温の年次間変異係数を示したもので

ある。黒石においては，単純積算気温よりも，日平均気温

11℃以上の日の積算値の変異係数が最も小さくなっている。

藤坂でもはば同様の傾向が認められる。

次に，図1（下）は，移植から穂首分化期までの積算気

温を示したものである。黒石と藤坂というかなり気象条件

の違う場所であっても，日平均気温11°C以上の日の気温を

加えると，黒石で835℃，藤坂で840℃と場所の差が最も

小さくなっていることが特徴的である。

同様にこれらのことは，幼稔形成期についても言える。
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図1　移植から穂首分化期までの積算気温
と年次間変異係数

図は省略するが，黒石，藤坂とも日平均気温11℃以上の日

の積算で年次間の変異係数が最も小さくなっている。そし

て移植から幼穂形成期までは黒石で1，012℃，藤坂で1．008

℃と場所の差が詩も小さくなった。

出穂期の場合は，藤坂で9℃以上の臼の積算で最も年次

間の変異係数が′トさくなったものの．黒石ではやはり11°C

以上の日の積算で最も変異係数が小さくなった。そして，

11℃以上の日の積算で場所の差異が最も小さくなり，両場

所とも1，570℃となった。

以上のように，11℃以上の日の目平均気温を横等すると，

年次間のばらつきが最も小さくなり，また．黒石と藤坂の

積算気温が最も近づくことから，11℃以上の日の気温を積

算することにより，ある程度これらの生育ステージの予測

ができるものと思われた。
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